








































































































































2      「秘聞録」については、樋口一貴「スタイルの確立と円熟」『別冊太陽　円山応挙　日本絵画の破壊と創造』（平凡社、
2013年）に詳しい。
３　 応挙の影響とその後の変遷については、佐々木丞平「円山派の花鳥画―応挙以降」や、松尾勝彦「化政期花鳥画の一
側面」［ともに『花鳥画の世界　第六巻　京派の意匠　江戸中期の花鳥Ⅰ』（学習研究社、1981年）に収載］に詳しい。
挿図8　秋草図屏風　部分
10 にいくら｜No.20
４　 榊原吉郎は「或る応挙像」［『国井応分・応陽粉本展　失われた応挙を求めて』図録（京都市社会教育振興財団、
1986年）］の中で、奥文鳴の『仙斎円山先生伝』に記された「物象ヲ写シ精神ヲ伝フ」という応挙の言葉を引用したう
えで、応挙画には今日では見る事の少ない日本タンポポがさりげなく描かれていることを指摘している。応挙の日常に対
する細やかな眼差しが絵画に反映され、ありのままの自然が描かれていることがわかる。
５　130年史編集委員会『跡見学園―130年の伝統と創造』角川学芸出版、2005年
６　学校法人跡見学園『跡見学園年表』中央公論事業出版、1995年
７　 鶴見香織「菱田春草、15年余の実験」［「菱田春草展』図録（日本経済新聞社、NHK、NHKプロモーション、2014年）］
を参照。
８　 廣田孝「先人に学び、先人を超える　栖鳳の出発点」『別冊太陽　竹内栖鳳　近代京都画壇の大家』（平凡社、2013年）
14頁。
９　註5参照
１０　佐々木丞平・佐々木正子『文人画の鑑賞基礎知識』（至文堂、1998年）参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●挿図出典
　『花鳥画の世界　第六巻　京派の意匠　江戸中期の花鳥Ⅰ』（学習研究社、1981年）
　『跡見花蹊　秋の名品展』（跡見学園女子大学花蹊記念資料館、2000年）
